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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 磁 路 の 一 部 に 記 録 ギ ャ ッ プ を 有 し 、 該 記 録 ギ ャ ッ プ か ら の 漏 洩 磁 界 に よ り 磁 気 記 録 媒 体
に 情 報 を 記 録 す る 記 録 ヘ ッ ド に 於 い て 、
　 前 記 記 録 ギ ャ ッ プ は 、 第 １ の 軟 磁 性 体 膜 と 第 ２ の 軟 磁 性 体 膜 の 間 に 配 置 さ れ た 導 電 性 非
磁 性 膜 か ら な り 、
　 前 記 第 １ と 第 ２ の 軟 磁 性 膜 は そ れ ぞ れ 積 層 方 向 に 漸 増 す る よ う に 成 膜 さ れ た 部 分 を 備 え
る
　

　
る

こ と を 特 徴 と す 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 用 記 録 ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 第 １ の 軟 磁 性 体 膜 と 第 ２ の 軟 磁 性 体 膜 は そ れ ぞ れ 組 成 の 異 な る 複 数 の 磁 性 膜 か ら な

こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 用 記 録 ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ 軟 磁 性 膜 を 形 成 す る 第 1工 程 と 、
　 前 記 第 1軟 磁 性 膜 上 に フ レ ー ム パ タ ー ン を 用 い て 、 第 2軟 磁 性 膜 と 第 1導 電 性 非 磁 性 膜 と
第 3軟 磁 性 膜 と を メ ッ キ 法 に て 積 層 す る 第 2工 程 と 、
　 前 記 第 2工 程 後 コ イ ル を 形 成 す る 第 3工 程 と 、
　 前 記 コ イ ル 上 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 第 4工 程 と 、
　 前 記 第 ３ 軟 磁 性 膜 の 一 部 と 磁 気 的 に 結 合 さ れ る 第 4軟 磁 性 膜 を 形 成 す る 第 ５ 工 程 と を 有
し 、
　  前 記 第 2工 程 に お い て 、 前 記 第 4軟 磁 性 膜 と 前 記 第 1軟 磁 性 膜 と を 後 端 部 で 結 合 す る 部 分

め っ き 積 層 構 造 を 有 し 、
前 記 第 ２ の 軟 磁 性 膜 の 一 部 に 第 ３ の 軟 磁 性 膜 が 磁 気 的 に 結 合 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 １ の

軟 磁 性 膜 の 一 部 に 第 ４ の 軟 磁 性 膜 が 磁 気 的 に 結 合 さ れ 、 こ れ ら 結 合 部 か ら 離 れ た 端 部 で 前
記 第 ３ の 軟 磁 性 体 膜 と 前 記 第 ４ の 軟 磁 性 膜 と が 磁 気 的 に 結 合 さ れ 、

前 記 第 ３ の 軟 磁 性 体 膜 と 前 記 第 ４ の 軟 磁 性 体 膜 の 間 に コ イ ル パ タ ー ン が 配 置 さ れ 、 前 記
第 ３ の 軟 磁 性 体 膜 と 前 記 第 ４ の 軟 磁 性 体 膜 と の 結 合 部 に 導 電 性 非 磁 性 膜 が 配 置 さ れ て い

る

り 、 記 録 媒 体 面 に 対 向 す る 磁 気 ヘ ッ ド 面 に 露 出 す る 上 記 第 １ の 軟 磁 性 体 膜 、 導 電 性 非 磁 性
膜 及 び 第 ２ の 軟 磁 性 体 膜 の 形 状 に 於 い て 、 記 録 ト ラ ッ ク 幅 を 制 限 す る 第 １ の 軟 磁 性 体 膜 の
幅 、 導 電 性 非 磁 性 膜 の 幅 、 及 び 第 ２ の 軟 磁 性 体 膜 の 幅 が 各 々 等 し い



を 形 成 し 、
　 前 記 導 電 性 非 磁 性 膜 は 、 前 記 第 1軟 磁 性 膜 と 前 記 第 2軟 磁 性 膜 と の 間 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 導 電 性 非 磁 性 膜 と 前 記 第 3軟 磁 性 膜 と が 接 す る 領 域 は 前 記 導 電 性 非 磁 性 膜 と 前 記 第
２ 軟 磁 性 膜 と が 接 す る 領 域 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 記 録 ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 2工 程 は 、 前 記 第 2軟 磁 性 膜 と 導 電 性 非 磁 性 膜 と 第 3軟 磁 性 膜 と を メ ッ キ 法 に て 積
層 す る 前 に 、 第 １ 軟 磁 性 膜 上 に 絶 縁 膜 を 堆 積 し 、 前 記 絶 縁 膜 を 熱 処 理 す る こ と で 浮 上 面 に
向 か っ て テ ー パ 形 状 と す る 工 程 を 有 し 、
　 前 記 後 端 部 で 結 合 す る 部 分 は 、 第 2導 電 性 非 磁 性 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 ヘ ッ
ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 4軟 磁 性 膜 の 浮 上 面 側 の 面 は 前 記 第 3軟 磁 性 膜 に 比 べ 後 退 し 、
　 前 記 浮 上 面 に お け る 、 前 記 第 2軟 磁 性 膜 と 前 記 導 電 性 非 磁 性 膜 と 、 前 記 第 3軟 磁 性 膜 の 幅
は 等 し い こ と を 特 徴 と す る 記 録 ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
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